
　―今日は高見圭司さんをお招きしていま
す。経歴（次ページ参照）の中にもあるように，
主として全国反戦青年委員会の設立というよう
なことで，当時からお名前は大変よく知られて
いる方ですが，その実体はよく知られていない
ということで（笑），今日はその辺のところを
中心にお話を伺いたいと思っています。

生い立ち
　―だいたい運動に関わるに至った経緯，あ
とは実際にどういう活動をされてきたのか。今
お配りになられました経歴を若干説明するよう
な形でお話をいただきたいと思います。それで
は，経歴のほうからひとつ，よろしくお願いし
ます。
　高見　私は1950年に熊本の人吉高校を出ま
した。鹿児島，宮崎，熊本のちょうど境です。
あそこから肥薩線が宮崎県に行きます。私の郷
里は「五木の子守唄」からもっと先で，椎葉村
というのがあります，宮崎の「ひえつき節」の。
くま川鉄道湯前線の多良木駅というところに私

の家があります。父が獣医をやっていて，母が
お寺の娘でした。その息子として，昭和７

（1932）年，つまり満州事変（1931年）の翌
年に生まれました。１月23日。だから，ちょ
うど今月の23日で私は82歳になります。かな
り年を取っていますが，まだ元気で，原発のこ
ととかいろいろ運動はやっています。
　つい先日の12月６日，日比谷野外音楽堂で，
入りきれなかったのですが，集会がありまし
た*。そのあとデモがあったのですが，真っ暗に
なりましてね。ここに傷がまだ残っているので
すが，血が出ました。デモの最中，国会の正門
からちょっと右の図書館のほうへ行く途中で，
まあ，年なんですね，木の根っこに足を引っかけ，
バタンと倒れた。もう本当にひどかったです。
　―機動隊に殴られたのかと思った（笑）。
　高見　前頭をガーンとぶつけて，血がどんど
ん出ました。ただ，右手は押さえたようです。
後で分かった。手のひらが黄色くなっています
からね。血が出ていた。私が旧制中学２年のと
きに敗戦です。13歳でした。あの敗戦で中学
では剣道，柔道はやってはいけないことになり
ます。だから，柔道ができなかったのですが，
私はずっと柔道をクラブ的にやっていた。人吉

＊�2013 年 12 月６日，特定秘密保護法が参院本会議
で採決され，自民，公明の与党の賛成多数で可決，成
立した。日比谷野外音楽堂では反対集会が開かれ，約
１万 5,000 人（主催者発表）が参加した。

■証言：戦後社会党・総評史

日本社会党青年部再考
『NO! 9条改憲・人権破壊』（明石書店，2007年）をもとに

―高見圭司氏に聞く（上）

　本稿は，2014年１月26日（日）に，法政大学市ヶ谷キャ
ンパス80年館７階，「中の１」会議室にて行われた，第
11回社会党・総評史研究会の記録である。参加者は，
有村敏克，五十嵐仁，中根康裕，園田原三，浜谷惇，
兵頭淳史，細川正，枡田大知彦，米山忠寛，木下真志
であった。事前に高見氏に送付した質問に答えていた
だいた部分と質疑応答の一部，質疑応答とに号を分け
た。（木下　真志）
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に球磨川という，日本三急流の一つですが，大
きな川が流れています。その真ん中に州があり，
その州の中に，実は武徳館というのがあります。
そこで柔道をやっていました。そのことがある
ものですから，恐らく体が覚えていて手を突い
たんですね。だから，もっとひどくなるかもし
れなかったけど，手を突いていた。それでも２
～３か所，血が出てきていました。血管がある
のですが，血管は大丈夫でした。友達が何人か
おり，一緒に永田町の地下鉄のトイレに行きま
した。もうハンカチがすごいんですよね，血が
流れて。ただ，バンドエイドが３つばかりあり
ましたから貼ったのです。脳内それ自体は大し
たことなかったです。
　12月６日は秘密保護法反対の集会でしたか
ら，そういうこともやりますし，そんなことで
若いころからずっとやっていた反戦青年委員会
の運動をいまだに続けています。
　私の父は明治時代の生まれで，徳冨蘆花

（1868 ～ 1927年，小説家，熊本県生まれ）を
尊敬していました。大正12（1923）年に関東
大震災がありました。ちょうど麻布獣医専門学
校（現在の麻布大学獣医学部）というところの
学生で，あの震災に遭って非常に苦労しました。
このおやじがかなりリベラルというか，別に思
想的にどうということではないのですが，やは
り若い時代，あの当時の大正デモクラシー，ボ
ルシェビキ，アナーキーを含めたいろいろな論
争の渦中を潜っているんですね。そういう空気

を持っていました。だから，大東亜戦争（太平
洋戦争の日本側での当時の呼称）に対し批判的
でした。あまり表立って言うと問題なものです
から言わなかったのですが，私なんかにはかな
り話してくれました。
　特に，私の家の本棚にたくさんあったのです
が，徳冨蘆花の全集の一つがちょうど空色のカ
バーなんです。あれは大正時代の本です。父は
それをずっと持ってきていて，私たちは小さい
ときから蘆花の『自然と人生』（1900年刊）を
読め，「蘆花は立派だけども，あの兄貴（徳富
蘇峰）はだめだ」と言っていました。僕は分か
らなかったですが，国粋主義者で，日露戦争を
支持するとか，そういう有名なジャーナリスト
だった。ところが，それに対し私の父は批判的
でした。蘆花は『自然と人生』を書いて，非常
にいい思想を持っている。蘆花がそんな思想を
持っているのは，私はずいぶん後から，二十歳
を過ぎてから蘆花の文章をちょっと読んだりし
て知りました。
　徳冨蘆花は，『戦争と平和』のトルストイの
弟子なんですね。リベラルであるし，戦争に反
対する思想をトルストイは持っているんです
ね。そういう雰囲気を私の父は持っていたよう
に思います。それが小さいときから何かと
……。雑談のように言いますが，私が何で反戦
青年委員会運動をやるのかということの問題
は，そういうところにあるのではないかと私は
思っています。つまり，おやじの教育がやはり

高見圭司（たかみ・けいし）氏　略歴
1932年　熊本県球磨郡多良木町に生まれる
1950年　熊本県立人吉高校卒業
1955年　早稲田大学第一政経学部卒業
1957年　日本社会党中央本部青年部副部長
1965年　全国反戦青年委員会設立を担う
1970年　社会党中央本部青年対策部長を解任される

同時に全国大会において，同志13名とともに
除名される

1971年　参院選全国区に立候補・落選
1972年　新産別運転者労働組合に加盟
1994年　労組副委員長，のち執行委員８期16年間，統

制委員４年間
1998年　高見事務所立ち上げ
　以後，「スペース21」を東京・神田淡路町に立ち上げ，
反戦・反安保・脱原発運動に取り組む。また，三里塚・
沖縄問題を引き続き問い続け現在に至る。
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強いですね。リベラルなんですよ。戦争はやは
りだめだ。
　私たちの仲間で同人誌のようなものを出して
いて，毎回それに私の文章が出ています。この
間書いたものは，戦争中，小学校５年ごろ，私
の遊び友達が，「高見君，きみがこの間言った
あの言い方は流言蜚語だよ」と言ったのです

（笑）。私たちの時代は流言蜚語という言葉が
あったんですよ。今度の秘密保護法の発想には
そういうところがあると思います。治安維持法
的な発想があの中にあると私は思っています。
その遊び友達は私の家の近くで，父親が警察署
長だった。恐らく，お父さんに話したのですね。

「きみがこの間，何か戦争について言っていた
ことは流言蜚語だ」。私は怖かったですね，流
言蜚語と言われることが。やはり，子どもなが
らに萎縮しました。そのことを，文章に書いて
おきました。
　私の父はまた，長崎の島原出身です。隠れキ
リシタンの子孫です。自分の親戚などが原城（島
原の乱〈1637年〉で，一揆勢の拠点となった
場所）に籠もって虐殺されているんですね。そ
の話をよくしていました。子どもも全部，徳川
幕府に殺されるわけです。こういうことでおや
じは，当時の徳川幕府と権力に対する批判は強
かったように思います。表向きはないけど，戦
争に対する批判もあった。しかし思想的には，
蘆花のような，リベラルなものがあったのでは
ないか。
　当時の麻布獣医専門学校は港区南麻布にあっ
て，北里研究所（現在の北里大学を含む，学校
法人北里研究所）のすぐ傍です。だから，北里
柴三郎（1853 ～ 1931年，医学者，細菌学者）
の話をよくしていました。細菌学の話をね。お
やじは，医学的にはそういう細菌についての思
想が強かった。食べるものについても，例えば
肉などでも熊本では馬肉を食うでしょう。しか

し，父は，私たち子供には，ナマの肉は……。
　―馬刺しね。
　高見　食わさないんです。うちの父も食わな
い。つまり，どういう細菌があるか分からない。
火を通した牛はいい，豚はいい。しかし，馬は
だめだ。そういうところがありました。だから，
やはり北里柴三郎との関係があり，学生のころ
細菌はかなり勉強していたのですね。同じ熊本
だということもありました。おやじは長崎出身
ですが，まず最初に獣医をやったのは熊本の球
磨郡というところでした。
　いろいろありますが，そういう意味で小さ
いときから，関東大震災の話だとか，おやじ
のちょっとした話が……。特に長崎で原爆が
あった後の敗戦後の占領下，父親が本を買っ
てきたんですね。その本は，写真と文で半分
は長崎，広島の原爆です。あとの半分は南京，
上海，特に南京の，日本の軍隊の虐殺を書い
たものです。マッカーサー（アメリカの軍人。
1945 ～ 51年の間，連合国最高司令官として
日本に進駐）のときにはそういうことでない
と本は出せなかったようです。それをおやじ
は買ってきて，長崎の原爆のことを知らせよ
うとしました。おやじの知っている人たちも
ずいぶん死んでいたようですから，私に「読
めよ」と言って。
　そういう意味で，原爆については長崎出身
であるおやじの話を聞いていたこともあり，
特に原水禁（原水爆禁止日本国民会議）運動
にも直接，私は関わっています。だから，社
会党本部の書記局にいるときに，原水禁大会
のオルグでひと月ばかり広島に入っていたこ
とがあります。反戦青年委員会をやるのもそ
ういう流れがある。何も不思議ではないです。
反戦青年委員会でベトナム反戦をやるのも原
発反対も，私の運動はおやじの薫陶から全く
自然なことです。
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社会党除名される
　高見　ご承知の方もあると思いますし，私の
本の中にも書いていますが，1970年の社会党
全国大会で，中央統制委員会によって反戦青年
委員会の活動家13人の除名が決定されます。
これは大会報告で決定されてしまう。その中に
私の名前が入っており13名。実際は社会党の
党員は12名でした。党員ではない者まで除名
です（笑）。ひどい話です。むちゃくちゃなん
です。慌てたのですね。つまり，その前の衆議
院選挙で，百何十名の議席を持っていた社会党
が70名ぐらいに激減した。江田三郎さんが書
記長でしたが，社会党の指導部の責任だと僕ら
は思っていました。
　それと社会党の場合は「総評社会党」です。
総評の太田薫―岩井章の路線ですから，ベトナ
ム反戦闘争も彼らは中途半端です。僕らは追及
したわけですね。職場で反戦青年委員会の若者
が 指 導 部 を 追 及 す る。 佐 藤 栄 作（ 政 治 家。
1964 ～ 72年の間，自由民主党総裁・内閣総理
大臣）が東南アジア訪問のため羽田空港から出
発するときに，我々はデモをかけます。
　―10．８ですね。（1967年10月８日，第一
次羽田事件）
　高見　ええ。最初，デモをかけるといって総
評の人が言っていたのに，やめるという指示を
出すんですよね。もう僕らは怒りましたね，「ふ
ざけるな！」と言って。そういうことが重なっ
ています。
　もう一つは，「赤旗」（日本共産党中央機関紙）
にむちゃくちゃ私たちの批判が書かれました。

「反戦青年委員会というのはトロツキストの集
まりだ」というレッテルを貼られた。トロツ
キーって僕はあまり読んだことがなかったもの
ですから，何だろうと思った（笑）。後で勉強
しましたけどね。トロツキストだという。「赤旗」

に私の名前まで出ました。「赤旗」は「社会党
青少年局というのはトロツキストの巣窟であ
る」。私の早稲田の友人で「赤旗」の記者をやっ
ているのがいて，彼は反党分子ということで除
名されます。
　最初に反戦青年委員会の批判を始めたのは

「赤旗」です。共産党なんですよ。それで職場
で民青（日本民主青年同盟。日本共産党の下部
団体）がどんどん欠落していく。大衆的支持が
なくなっていくんです。ベトナム反戦では反戦
青年委員会やベ平連（ベトナムに平和を！市民
連合）が一番闘うじゃないですか。ところが，
そういう闘う反戦青年委員会が職場で広がって
影響力が強くなっていくと，民青がどんどん
減って力が弱くなっていったのですね。それで
反戦青年委員会つぶしということになった。当
時の宮本顕治体制とは，そんなものでした。
　今でも僕らの裁判闘争をやると，共産党の弁
護士さん，萩尾健太さんが支持してくれますか
ら，そういう意味では，萩尾さんとは人民戦線
で行きましょうと言っている（笑）。反ファッ
ショ。1935年のディミトロフ（1882 ～ 1949年，
ブルガリア共産党指導者，コミンテルン書記長，
首相。1935年のコミンテルン第７回大会で，
反ファシズム人民戦線戦術について報告した）
のね。あれは第三インターナショナルコミンテ
ルンの書記長でしたからね。彼の反ファッショ，
統一戦線の主張というのはもう歴史的な文書に
なっていますよね。あれで行きましょうと私は
言っています。
　ただ，私はまだ彼に言っていませんけども，
例えば共産党を僕が一番批判したのは，ソ連の
核実験に対する態度ね。あれで1965年に原水
協（原水爆禁止日本協議会）は原水禁とに分裂
します。あの時に何と言ったかというと共産党
は，「ソ連の核実験は間違っていない」という
文章を「赤旗」が書いて出した。だから，そう
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いう意味では共産党の思想的な根拠として，不
破哲三さんなども書いているけど，やはり生産
力主義的な思想があると私は見ています。だか
ら，原発も人類の生産力の前進だと捉えると，
これはやはり支持すると路線的になるんですよ
ね。共産党が政権をとったら，やはり原発もや
らなければいけないし，原子力もやらなければ
いけない。原子力と人間とは共存できないなん
ていう思想はないです。やはり支持するという
のがあったと思います。その当時は。
　あの当時は共産党だけではないです。社会党
の中にもそういう傾向が強く，原子力というの
は将来的には人類の平和をもたらすものとい
う，政策主義的に基づく思想があります。ただ，
そういう誤りは私などもあるわけです。原発が
平和的なものに使うというようなことで，テレ
ビで『鉄腕アトム』*があると視聴率がよかった

（笑）。原子力で飛んでいくわけですから，あれ
は正義の味方で，敵をたたきつぶした。あの当
時，僕なんか原子力の平和利用ということはあ
まり深く考えていなかったです。ただし，核実
験や原子力爆弾は断固として否定するのは変わ
らなかったのですが。
　そういう内容があり，共産党が反戦青年委員
会に敵対，ベ平連に対する敵対心を持っていた。
私が共産党に対し非常に批判を持っているの
は，反戦青年委員会を敵対的にやっただけでは
なく，原水協が分裂する根拠をつくったのは共
産党ですからね。安井郁（1907 ～ 80年，法政
大学名誉教授）さんがあのときの理事長です。
こういう人たちがソ連の核実験を支持する。そ
のことの誤りをいまだに何にも正さない。これ
は労働者，民衆に対し不誠実です。やはりそう
いうことを昔の人は知っていますから，「何だ

＊�手塚治虫が1950 ～ 60年代に発表した漫画，テレビ
アニメ。主人公のロボット「アトム」（atom：原子，原
子力，核エネルギー）の動力が原子力。

よ。信用できないな」となる。だから，単に右
翼的ではなく，やはり政党の原則からいって，
大衆に対して過ちは過ちとして認めるのが当然
じゃないか。そうすれば安心して支持できるわ
けです。僕なんか萩尾さんと一緒に共同戦線や
れるわけです。今までやっているわけですから
ね。何も根本的に共産党を批判しているわけで
はないのです。そういう思想的なところで党の
道義性が何だというのを，まだ私は問うていま
す。萩尾さんとは１回，討論しようと思ってい
ますけどね（笑）。そういうことがあります。

青年部専従として
　社会党本部青年部専従（副部長）に選出され
た頃，60年安保の３年前，1956 ～ 57年ごろ
ですか，青年部大会で選挙がありました。そこ
で私は青年部の専従の役員に当選します。
　私は当時，人脈的に言えば河上丈太郎派です。
浅沼稲次郎派なんですよ。だから右派なんです。
もともと「私は左派です」というようなことは
思っていませんし，それを隠すつもりもありま
せん。例えば原子力関係などでも，中曽根康弘
と一緒に原子力を推進した松前重義（1901 ～
91年）さん。東海大学を創設した人です。戦
争中の逓信省工務局長で，大政翼賛会の総務部
長です。クリスチャンですけどね。私は彼の国
会議員秘書をやります。私は早稲田を出てウロ
ウロやっているときに，同じ郷里で，よく松前
の国会に用があって行ったりしていた。そうし
たら前の秘書が辞めるので次は誰にするかとい
うことで，秘書は２人の方がおり，その２人が

「高見がいい。おまえ，秘書をやってくれないか」
という話になったわけです。秘書も１年半ぐら
いしかやりませんでした。青年部の運動で飛び
回っていることが多かった。
　島田正吾（1905 ～ 2004年，俳優。新国劇
で活躍）の劇団で，松前さんの『二等兵記』を
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原作にした芝居が新橋演舞場でありましたが，
彼はクリスチャンだけあり，反戦的な思想が非
常に強い人でした。平和主義的なところもあっ
たりしました。松前さんが選挙のときに演説す
るのは，「日本が何で負けたか。やはり科学技
術がアメリカやヨーロッパに劣った。だから負
けたのだ」という思想です。それは生産力主義
ですから，原発や原子力推進の思想になってい
くわけです。そういう点では，科学技術が非常
に大事だ。原子力をつくるときに中曽根が科学
技術庁長官で，社会党出身の松前さんが衆議院
科学技術委員会の常任委員長になります。だか
ら，原子力推進の中心メンバーだった。そうい
う方でした。
　松前さんがそういう立場になったということ
は，戦前の人ですから，私は分からないでもな
い。しかし考え方として，根本的に科学技術を
よくすれば世の中がよくなるという政策主義
は，やはり違うのではないかと私は今でも思っ
ています。だから，秘書を１年半ばかりやりま
したが，社会党青年部のこともずっとやってい
たものですから。それと，やはり河上派の先輩
の三宅正一さん（1900 ～ 82年，社会党副委員
長，衆議院議員，衆議院副議長）には非常に指
導してもらいました。三宅正一さんが農民組合
をやっていた。その農民組合の運動をボラン
ティア的に僕はやっていました。

三池争議・三宅正一氏について
　私が社会党の70年の全国大会で13人の同志
とともに除名されたときに，社会主義協会派の
諸君が敵対してきたのです。僕らは素手でデモ
をやっただけですが，彼らは鉄パイプを持って
僕らに切りかかってきた。それで仲間の１人は
車の中に押し込められて殺されかかったことが
あります。誰を動員したかというと，協会派が
鉄パイプを持っている背後には，三池炭鉱の労

働者がいます，100人ぐらい。何で彼らは，反
戦青年委員会をやって除名された我々に敵対し
てきたのか。後で分かるんですけどね。大会の
後，楢崎弥之助（1920 ～ 2012年）衆議院議
員の部屋で会いましたが，三池の労働者に「あ
んたらの言っていることは正しい」，そういう
ことを言われた。
　私たちは素手で，九段会館のところをずっと，
デモをやったんですね。これは私の本にも写真
が出ていますが，デモをやって，それだけしか
しなかった。そのときに，三宅正一さんの話で
は，反戦青年委員会を支持する労働者の人とか，
良心的な人々が僕らの除名に反対しているとい
うのです。例えば，弁護士の中村高一代議士

（1897 ～ 1981年）。彼は同じ武蔵野で，私は
武蔵野総支部の書記長もしていましたから親し
かったのです。それでテレビに１回出て，何で
社会党は反戦青年委員会を除名するのかという
ので。あのとき，反戦青年委員会を支持するの
はあと誰だったか。読売の論説委員をやった宮
崎吉政さん（1915 ～ 2006年）との懇談会が
ありました。
　「高見君たちを何で除名するんだ」と言って
怒っていました。そのようにマスコミの中でも
ね。それと同じで三宅正一さんがやはり，「反
戦青年委員会を除名するなんてけしからん」と
思っている１人だったようです。それで私たち
が途中で休憩の時間に仲間たちとおりました
ら，三宅さんが来ました。三宅さん自身が私た
ちのところに来ること自体が反戦批判派の諸君
に非常に恨みに思われています。社会主義協会
派とか，成田系の連中とかね。佐々木更三の系
統もそのころは，反戦青年委員会の除名に反対
しませんでした。彼らは最初は一時，反戦青年
委員会を支持していました。ところが，後で全
体が……。総評も「赤旗」などで「反戦青年委
員会はトロツキストの巣窟だ」なんて書かれる
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と，やはり反戦青年委員会を支持しなくなって
しまう。社会党の選挙で負けたものだから，「あ
あいう反戦派の行動がだめだったのだ」という，
マスコミの空気がありました。
　三宅さんたちは僕らが除名されてデモやった
のを見ています，議員団で。見ている人たちは
支持する人たちです。部落解放同盟の松本治一
郎さん（1887 ～ 1966年）などは僕らを支持
した。それから，日本婦人会議の松岡洋子さん

（1916 ～ 79年）は断固として僕を支持してい
ました。あの人は神田に事務所を持っていて反
戦青年委員会の勉強会というのがあり，私は何
度も呼ばれています。松岡洋子さんなどの支持
もあり，私が除名されたら，松岡さんが日本婦
人会議議長を辞めてしまいます。あのときにず
いぶん辞めました。社会党系の婦人会議。それ
から，日中友好協会をやっている人たち，救援
会をやっている人たち。社会党を支持している，
ベトナム反戦を闘った人々がドーッと辞めてし
まう。私は辞めてほしくなかった。残ってやっ
てほしかったんですけど。
　そういう時に，まず三宅正一さんは出てきて

「高見君，大丈夫か？」。あのとき，新聞にけが
している私の写真が出たのです。つまり，協会
派の連中に引きずり込まれて僕が殴られている
んです，テロで。大したことはなかったのですが，
引っかき傷みたいなのがあり，「高見圭司殴られ
る」と朝日などにも大きく出ていた。それで三
宅正一さんは，やはりたまらなかったんでしょ
うね。「高見君，きみ，元気か？」と僕の肩を抱
いて言うから，「先生，大丈夫ですよ」と言って，
そういうことがありました。だから，社会党の
中でもかなり支持者がいた。だって，除名をし
た張本人であると言われる，当時の書記長の江
田さんが僕らを支持していたんですよ。「反戦青
年委員会は断固としてやれ」というのは江田派
の人たちです。だから，反戦青年委員会は社会

党の中の構革派だ，と言われていました。共産
党は構革派って言えないものだからトロツキス
トだと言っていた。そういうことがありました。

党内の確執
　エピソードばかり話して，こんな話でいいの
かと思いますが，実は除名された大会で向坂逸
郎社会主義協会派は，反戦青年委員会に敵対す
るということだった。社会党の中でも反戦青年
委員会はどんどん伸びるばかりですからね。共
産党だって民青がどんどん減る。大学でもベ平
連が増えるわけです。そういう中で反戦青年委
員会をたたくというのが，総評の幹部も社会党
の幹部も含め，一致してきたということがあり
ます。
　しかし，大会があった九段会館の前で私たち
がデモをやったりしていて，実はトラブルが
あったのです。大会が終わった後，福岡県本部
の部落解放同盟出身の党員が「高見，いるか」
と言って探しに来たんですね。その連絡が来て，
私は会わなかったのですが，「反戦青年委員会
の連中は部落解放同盟の同志に対し暴力を振
るった。許せない！�高見，来い」という話です。

「どこに来いというのですか」「大会の翌日，午
後１時，衆議院会館の楢崎弥之助の部屋へ来
い」。こういうことです。楢崎弥之助さんとい
う方は松本治一郎さん（1887 ～ 1966年）の
娘婿ですからね。松本さんは部落解放同盟出身
の国会議員です。しかも反戦青年委員会をつく
るときの青少年局長でもあった。私は青対部長
でしたから私の上司でもあったんですよね。そ
この部屋に来いというわけです。
　何でそんなに僕らが呼ばれたのか，調べたの
です。そうしたら，玄関口に協会派がいて，私
たちはデモ隊で横っちょのほうにいた。実は大
会に来ていた１人が，いまだにそれが誰か分か
らないのですが，その真ん中を通って協会派を
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批判して怒鳴りあげたのですね，「おまえら，
何だ！」と言って。その人がバーッと取り囲ま
れて殴られたのです。この人は反戦青年委員会
を支持している人ですよね。あるいはジャーナ
リストかもしれません。それが殴られてけがを
するわけです。その助けに入るんですよ，何人
かがダーッと。
　助けに入った中に１人，東大の学生で反戦
青年委員会をやっていた浦井君というのがい
た。この浦井君が突入するわけです。そうし
たら楢崎弥之助の秘書が，殴られている人を
助けに入っているんですよ。それは調べた結
果，後で分かるのです。両方とも助けに入っ
ている。ところが，部落解放同盟では楢崎弥
之助の秘書に暴力を振るったとなってしまっ
た。福岡社会党の県本部の大会代議員の人た
ちが「高見，来い」ということになった。調
べたらまるっきり誤解なんですね。「浦井君，
どうなんだ？」と聞いたら，「いや，そんなこ
とはない。俺は突入して助けに入ったんだ」。
向こうも助けに入ったというので分かってき
たのです。そういうことがありました。とこ
ろが，もみ合いになるものですから，両方で
殴り合いになったとなり，福岡県本部の人た
ちは「部落解放同盟に対し暴力を振るった。
けしからん。許せない！」といって糾弾です。
そういうことになったのです。
　それが翌日の午後１時からの，楢崎弥之助
の部屋での会議になったのです。私と私たち
の仲間の３～４人，それから70歳代の，社会
党の東村山の市長選挙に出られた佐藤敏勝さ
んという方にも一緒に行ってもらい，楢崎弥
之助の部屋で待っていたのです。１時に集ま
れというのがなかなか来ないのでどうしたの
かと思ったら，しばらくしてドヤドヤッと福
岡県本部の人たちが入ってきましてね，部落
解放同盟の人たちが。「いやー，すまない。申

し訳ない。今ね，笠原を殴ってきたから」。こ
う言うんですよ。笠原というのは総務局長で
す。機動隊を呼んだようです。あの集会，機
動隊を呼ぶんですね。僕らがデモをやってい
て。だって，権力と対決する社会党が機動隊を
呼ぶというのは犯罪的なんですよね，常識的に
言っても。それを部落解放同盟の人も調べた。

「誰が呼んだのか」「社会党中央本部総務局長の
笠原だ」。彼は前に労働局長もやるのです。な
かなか人のいい人物だったのですが，機動隊を
呼ぶということになると，やはり執行委員会の
決定でしょうね。
　ただ，笠原を殴ってきたということは言っ
ていました。僕らもびっくりしました。福岡
の代議員＝部落解放同盟の人たちは，「いや，
やつが実は機動隊に連絡したんだ。あれはふ
ざけたやつだ」。だって三池では機動隊と闘っ
て，三池労組の組合員が殺されているわけだ
から，もう許せないわけです。機動隊を社会
党の大会に呼ぶ。しかも彼らは，反戦青年委
員会と言わない。「反帝学評が実は社会党を破
壊に来る」と宣伝している。だから「社会党
を破壊するんじゃ許せない」というので，や
はり三池の労働者が来るわけです。それで「反
戦青年委員会憎し」です。これは学生の組織
だと思っている。僕らは学生だけじゃない。
あの当時，僕は39歳です。いいおっさんです。
それで分かって，「笠原を殴ってきた」。どの
程度殴ったかは知りません。それからはもう
話ががらっと変わり，「あんたらの演説は良
かったばい！」と褒めるのです。「高見さんね，
今度福岡に来たらぜひ僕のところに来なさ
い」。そういうことになりましたが，社会党大
会でも現場のこういう闘いとなると，いろい
ろなことがあるなと思いました。
　―どうもありがとうございました。
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　―最初に２点ほど補足していただきたいと
思います。一つは，どういうことをきっかけに
社会党に入党されたのか。お父さんの影響など
もあったという背景についてはお話をされまし
たし，社会党の中での活動についても話があっ
たのですが，その途中が抜けているので補って
いただければと思います。それから，1965年
に全国反戦青年委員会設立を担うということで
すが，簡単な経緯，どういう経過で高見さんが
具体的にその中心になっていったのか。この２
点です。それとその後に，「高見圭司氏の質問
事項」として９点（後述）出ているので，お答
えできる範囲で順番にお話をいただければと思
います。よろしくお願いします。
　高見　分かりました。簡単に説明していきま
す。

学生時代回顧
　―その前に社会党入党の経緯。これは早稲
田のときですか。
　高見　いや，学生のときは，入党はまだして
いなかった。私は早稲田に入学して九州から来
ているものですから，言葉がなかなか東京弁に
慣れない。訛りがあるものですから，ちゃんと
正確な言葉になるようにしたいというので雄弁
会に入るのです。
　―早稲田の雄弁会ね。
　高見　はい。雄弁会で全国から来ている面白
い仲間たちと会い，かなり啓発されました。そ
れが一つ。それから，一年半経って新建設者同
盟という組織を立ち上げます。
　建設者同盟の流れというのは，実は早稲田の
先輩では浅沼さんとの関係が強かった。浅沼さ
んの，あの江東区のアパート。アパートと言っ
たってあの当時はなかなか立派な鉄筋のアパー

トでしたが，何回か僕は浅沼さんを訪ねていき
ました。あそこの書生が長野出身の西沢君と
いって，早稲田の私の同級生です。後で全逓（全
逓信労働組合）の書記局に入りますが，この西
沢君がいて，本がたくさんある。そこで彼は寝
起きしているわけです。行くとごはんが食べら
れるものだからよく行きました。だから私は，
浅沼さんとは個人的な付き合いが深かったんで
すね。奥さんもよく知っている。そういう経過
で浅沼さんとの関係が深い。
　建設者同盟の学習会などをやると，いい先生
がいないものだから，『共産党宣言』とか『空
想から科学へ』*とか，そういうのを自分たちで
読み合いました。それから，毛沢東の勉強をし
ました。実践論・矛盾論を学習していました，
僕らは。そういうこともやっていました。もち
ろん，社会民主主義的な内容もやりました。社
会主義の学習会というので，先ほど言ったよう
な勉強会もやっていました。
　例えば，連合の会長をやった芦田甚之助君

（1934 ～ 2011年）は建設者同盟の僕の２年後
輩です。彼が連合の会長になって祝賀会を霞が
関ビル35階の東海大学校友会館でやったとき
に，僕が「学生のときに『空想から科学へ』を
報告することになっていたのに，君は全然ちん
ぷんかんぷんで報告できなかったじゃないか」
と言ったら，「高見さん，僕がそんな勉強する
はずがないじゃないですか」と言って大笑いに
なりました（笑）。それから，法政大学の名誉
教授の袖井林二郎（1932年～）。クラスは違う
けど，早稲田の政経学部の同級生です。去年，

*　『共産党宣言』：マルクス主義の基本文献にして，歴
史的文書。マルクスとエンゲルスが1847年に起草，
翌年発表。『空想から科学へ』：マルクスが「科学的
社会主義の入門書」と推奨したエンゲルスの著作。

質 疑 応 答
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ここで出版記念会をやりました。それから，私
の郷里の，熊本の人吉高校出身が５～６人ドッ
と入ってきました。あとは商学部の諸君がずい
ぶん来ていました。商学部は，佐野学さん（1892
～ 1953年）といって共産党をつくった人がい
るでしょう。あのころはまだ早稲田の教授を
やっていたんです。先生を慕っている商学部の
連中が，やはり建設者同盟に入ってきました。
だから傾向としては，いろいろなことは勉強し
ましたが，人的な系列から言えば社会党右派系
です。西尾派はいなかった。河上派です。浅沼
さんの系統でずっと来た。
　私は単位が足りなくて１年間延び，５年間い
ました。卒業するのがちょうど1955年ですか，
社会党の統一大会の前です。卒業して大会前に，
麻生久（1891 ～ 1940年）の息子の麻生良方
さん（1923 ～ 95年）というのがおり，民主社
会主義連盟というのがあったのです。後で民社
党へ行きますけどね。彼が文京支部の書記長を
やっていて，書記になれと言われた。当時，給
料が7,000円で，食えなかったですね。
　―社会党の文京支部ですね。そのときに社
会党に入ってきたということですか。
　高見　ええ。もう社会党に入党していました。
統一した前後ですからね。
　―では，大学卒業と同時ぐらいに社会党に
入った。
　高見　卒業と同時に社会党には入党して，麻
生さんの支部に入っているわけです。経過的に
は，そういう建設者同盟と社会党の浅沼さん系
統との関係が深かったということがあります。
　―今の経歴についてですが，ご著書では，
卒業の前に浅沼さんに「新聞記者になろうと思
う」と言ったら，「追っかける仕事より追っか
けられる仕事をしろ」と言われて，それが大変
衝撃的で……。
　高見　そうそう。人生変わっちゃったですね。

　―それが大学の５年生ですよね。
　高見　そうです。
　―と書かれた後に，「その後，私は浅沼書
記長の下，社会党員としての活動を続けること
になった」という一文があります。
　高見　そういう経過でしたね。
　―ということは，この時点ではすでに入党
されていたようにも読める記述です。どの時点
で入党されたという明確な記述がないのです
が，だいたい大学の４年生，５年生ぐらいだと
理解してよろしいですか。
　高見　そうですね。私もよく覚えていないん
ですよ，何月何日に入党したとはね。ただ，入
党の証明書がありますから，書いていたと思い
ます。それで浅沼さんも含め，文京支部へ書記
で行けということになり，文京支部の麻生良方
さんのところで働いたということです。
　―この経歴を見ると，1957年にはすぐに
中央本部青年部副部長ですよね。たった２年間
でそんなに出世したのですか。
　高見　選挙で当選していますからね。私は，
浅沼，麻生の流れで青年部大会での選挙で，副
部長に推されて立候補しました。副部長の候補
は３人でしたが，鈴木派，河上派両主流の推薦
というので，私が多数で当選したのです。

反戦青年委員会
　高見　それは本にかなり詳しく書いてありま
す。反戦青年委員会をつくる経過は，私が社会
党青年部の青対部長のときに青少年局長だった
楢崎弥之助さんを口説いたのです。「青年対策
委員会をつくりたい。そこでいろいろなことを
討論して，運動方針を決めたい」「ああ，いいよ。
高見君，全部やれ。ハンコはもうきみに渡すか
ら，これで会計からカネを取れ」と言って財政
的にも全部任せてくれて，反戦青年委員会のい
ろいろな文書なども社会党の会計からカネをど
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んどん引き出してやったのです，ポスターから
パンフレットから。そういうことで青少年局の
青対部長になり，そうして何をやるかというの
で，やはりベトナム反戦をやるという点を私は
決意しました。
　ちょうど私は，書いておきましたが，総評の
青年部とか，いろいろな文化団体を含め，党と
は別に「平和友好祭運動」をやっていました。
これは大衆的な平和運動です。何せ青年部が山
中湖に5,000人ぐらい集めるんですからねえ。
すごいんですよ。記念講演に江田さんを呼んだ
ら，江田さんが喜んで。それ以来，江田さんは，
とにかく私に「反戦青年委員会をやれ」と言っ
て支持するんですよ。江田書記長の下で私はク
ビになりますが，江田さんは終わってからも貴
島正道さん（1918 ～ 2008年）に言っていた
そうです。「高見君，今，どうしてるかねえ」。
貴島さんは，「高見君，江田がこの間，きみが
どうしてるって聞いていたよ。きみは全国区の
参議院に立候補したけど，俺は投票したからね」
と言っていました。そのように私は江田派との
関係も深くなっていました。それは反戦青年委
員会の流れの中で，です。
　反戦青年委員会はそういうことで平和友好祭
運動の流れで，やはり統一戦線なんですよね。
つまり，私はもともと党派主義ではないのです。

「反戦をやる人は，神を信じる者も信じない者
も全部来い。どこの党派でもいい」というのを
私は打ち出すのです。だから，民青にも私は呼
び掛けた。ちょうど民青は安保改定阻止国民会
議というのがあり，そこの会に私はいつも出て
いました。私が出ていった立場は，安保改定阻
止青年会議というのをつくり，民青，社青同と。
社青同はまだできなかったですから，社会党青
年部ですね。専従的に私が出ていたのです。
　だから，安保改定阻止青年会議をやる一方，
平和友好祭運動をやり，「党派は関係ない。支

持する人は全部集まれ」というのを私は大胆に
提起したのです。私はそういう意味で党派的な
色が弱かった。解放派のことが書いてあります
が，私が解放派に入らないかと言われたのは
ずっと後ですから，まだ私は解放派でもないの
です。むしろ反戦青年委員会をやっていて，後
で出てきますが，私は『根拠地』という雑誌を
つくっています。私が言ってカネを出し合い，
池袋にアジトをつくり，そこで毎月，月刊誌を
出しました。全国3,000部ぐらい。
　そのメンバーも平和友好祭運動をやった，全
国の総評の青年部関係です。だから組織が広が
るはずです。内容は全部，総評の指導部批判で
すから，岩井や太田はいやがります（笑）。共
産党も反戦青年委員会を批判した。だから太田，
岩井派，特に社会党内の社会主義協会派はこれ
をえらくいやがりました。そういう中でむしろ，

「あれは江田三郎の構造改革派の組織だ」みた
いに言われています。
　反戦青年委員会はそういう経過の中で，平和
友好祭，その他青年部のやっているさまざまな
運動を引きずっていて，人的にも重なり合って
いました。それで反戦青年委員会をつくり，
1965年の８月30日に結成総会をやります。そ
こに来たのが30数人です。労働組合の青年部
の指導部，それから民青の中央委員の３人が来
ました。
　反戦青年委員会をつくるときに論争がありま
した。つまり，社青同の中でも第四インター系
の諸君は，実は反戦青年委員会をつくるのに消
極的だったのです。どう言っていたかというと，

「『安保改定阻止青年会議』の再建をすればいい
じゃないか。別につくることは必要ない」。民
青も同じことを言っています。民青と第四イン
ターはそう言っていた。私の考えは，「60年安
保を引きずる必要はない。それをまた超えて，
党派を超えた青年労働者でやろう」と。それで
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提案したら，バーンとみんな拍手です。圧倒的
に強いんですよね，出席者は。それで民青の３
人の中央委員は席を立って帰りました。あと第
四インターの諸君は，その後，一緒に反戦青年
委員会をやりました。

質問への回答
　―それでは，質問事項について簡単にお答
えいただければと思います。
高見　最初の早稲田の解放派との関係ですが，
だいたい私は社青同の中では，人的な系列とい

うと社会党の浅沼系統の流れです。それから，
途中で江田さんとの関係も非常に深いですか
ら，江田派と目されることもありました。私は
社会党の中の派閥に積極的ではないんです。い
つも大衆運動が中心です。だから，社会党青年
部の文京支部の書記をやっているときは，砂川
闘争なんて行くものがいなくても，いつも私は
旗を持って行っていた。麻生書記長からは，「高
見君，きみは砂川闘争ばかり行ってるけども，
砂川ばかり行ってはだめだ」といって弾圧がか
かっていた。それでも，私は許さなかったので

高見圭司氏への質問事項
―『NO!�９条改憲・人権破壊』＊を中心に―

１．早大「新建設者同盟」は，32 頁（『NO!�９
条改憲・人権破壊』の頁。以下同じ）の記述と写
真を見る限り，右派の色彩が相当強かったようで
すが，その後早稲田解放派の核になっていくとの
ことです。この「左旋回」はいつどのように起こっ
たのでしょうか。そこに高見さんご自身はどのよ
うにかかわっておられますか。

２．1955 年から社会党文京支部書記として活
動しつつ，砂川闘争＊＊に参加しておられます。前
後の記述を読む限り，この時点では高見さんご自
身は右派人脈とのつながりが強いようですが，に
もかかわらず砂川闘争に積極的に参加するに至っ
たのは，何かきっかけがあったのでしょうか。

３．「社会党青年部」「社会党青年対策部」「社会
党青少年局」「社会主義青年同盟」の組織的関係を
整理してご説明いただけませんか。

４．インターネット百科事典 Wikipedia の「社
青同解放派」の項目には，「1960 年２月 27 日　日
本社会党本部２階で日本社会主義青年同盟学生班
協議会の結成が行なわれる。（これは前年来，早稲
田大学を中心として活動してきた，東京社会主義
学生会議が，社青同の組織に発展的に転化したも
のである。）」とあります。この記述は正確でしょ
うか。また，高見さんはこの動きにかかわってお
られましたか。

５．また同じく Wikipedia の「高見圭司」の項

目には，「1957 年：社会党中央本部青年部副部長
に就任。党内では江田派に属したが，党内に非公
然フラクション「高見派」を作る」。との記述があ
りますが，事実でしょうか。41 頁には副部長選出
は 58 年４月とありますが。

６．解放派への正式参加は，99 頁では社会党除
名後の 1970 年とのことですが，高見さんと解放
派との関係が対立から近しいものへと変わるのは
いつ頃のことでしょうか。

７．雑誌『根拠地』は財政的にはどのように支
えられていたのでしょうか。社青同や反戦派以外
の社会党員や党幹部にも支援者がいたのでしょう
か。

８．105 頁で，70 年の「反戦パージ」は 69 年
末の総選挙敗北を受けてのこととありますが，高
見さんら反戦派を排除するという組織方針は選挙
後急速に出てきたものでしょうか。それともその
前からほぼ形成されていたものが，選挙総括を口
実に具体化されただけなのでしょうか。

９．新運転加入の経緯について

＊�高見圭司著『NO!�９条改憲・人権破壊―反戦青年
委員会をつくった軍国少年』明石書店，2007年５月

＊＊�1955 年，米軍立川基地の拡張計画が明らかに
なり，当時の砂川町（現東京都立川市北部）の農家ら
住民が反対同盟を結成。警官隊とたびたび衝突し，56
年 10 月には１千人を超す負傷者が出た。米軍は 68 年に，
国も閣議で 69 年にそれぞれ計画中止を決め，立川基地
は 77 年に全面返還された。（出典：朝日新聞掲載「キー
ワード」）
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す。毎日行っていました。そういう大衆運動を
本当に考えるのがずっと私の考え方で，党派の
中で何かやるようなことはあまり好きではな
かったです。
　社青同をつくったときに，佐々木慶明君

（1934 ～ 1999）が学対部長で，私が政治共闘
部長になったのです。社会党の青年部の副部長
でいながらね。私と佐々木慶明君はいつも意見
が合うんですよ。社青同の全体の委員長から書
記長は構革派で，江田派ですが，例えば憲法公
聴会阻止闘争を僕らはやりました。あのときに
佐々木慶明君と私の２人が，憲法公聴会阻止闘
争の集会，デモ行進をやろうと提案をするわけ
です。あとの執行部の連中は誰も賛成しない。
　佐々木君は思想的に解放派の創設者ですから
ね。ペンネームは滝口弘人といいました。私と
はそういう意味で自然な，実戦の中での友人，
同志関係が成立していくわけです。だから，早
稲田の建設者同盟をやっているときは解放派と
の関係はもちろんありません。卒業してから
佐々木慶明君は，早稲田にいる社会党の牛越公
成君（1940 ～ 91年）と一番関係があり，早稲
田の建設者同盟の学生が勉強会をやるから来て
くれというので，佐々木君が行ってよく勉強会
で教えていました。それが解放派になってしま
う。早稲田の建設者同盟は解放派です。そうい
う歴史があります。そのとき，私はまだ解放派
でもないわけです。実際，運動では，佐々木君
と私とは非常に気脈が通じ合う。あまり党派主
義的ではないところがありました。
　まだいろいろありますが，解放派との関係で
はそういうことですね。
　―１番目の点はそれでいいのですが，今の
話に関わって，砂川闘争への積極的な参加とい
うことですね。普通だと当時のポストとか経歴
からして，砂川闘争にはそんなに積極的に行く
なと言われたともおっしゃっていたのですが，

端的に言ってどういうきっかけだったのでしょ
うか。
　高見　砂川闘争は，もうすでに私が社会党に
入ったときは社会党は党決定で，積極的にやる
ことになっていました。それで文京支部からも
何人かと私が旗を持っていくわけです。そのう
ちに社会党のおっさんたちはなかなか行かない
じゃないですか。僕はずっと１人で行っている
わけです。機動隊に蹴飛ばされたりしながら
闘っている。そういうのがずっと続きました。
反戦青年委員会のときも砂川闘争はずっと続け
てやっています。
　―党としての機関決定のようなものは
……。
　高見　ええ，出発はね。最初は恐らく，社会
党の中央本部の大きな宣伝カーがあるでしょ
う，あれに何人か乗って行ったと思います。書
記局も含めてね。だから，行き始めたのは，僕
が勝手にやるわけです。考えてみたら，書記長
の麻生良方にももうあまり砂川に行くなと言わ
れても，そんなこと振り切ってやっているわけ
ですから，普通，組織的にはおかしな話ですよ
ね（笑）。でも平気でやりました，私は。
　―当初は，浅沼派だとか河上派だとか，比
較的社会党の右のほうの派閥だった。
　高見　ええ，そうです。
　―あまり思想的な背景をもって，そういう
右派のほうに行かれたわけではない。
　高見　いや，思想的には勉強しました。
　―では，河上派や浅沼派などの右派的な主
張に同調した。
　高見　ええ，それは一時ありました。特に何
があったかというと，麻生良方さんが民社連と
いう事務局をやっていて，あの民社連に私がボ
ランティア的に時々行って，手伝っていたんで
すよ。だから，それはそれとしてある。それか
ら，思想的にはいわゆるデモクラティック・ソー
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シャリズムです。
　―では，浅沼さんなんかの言う民主社会主
義，あるいは社会民主主義的な考え方に対する
同調だった。
　高見　同調というか，勉強しました。しかし，
最終的には具体的な運動で人は決まるものです
ね。僕はあまり観念的な人間ではないですから。
思想的にこれが正しいからこうしますと考えて
ないんですよ。
　―いろいろな行動優先で行動しているうち
に……。
　高見　行動している。
　―考え方も変わった。
　高見　そうそう。考え方が変わりますね。も
う全部そうです。私の場合，本も読みますが，
トロツキストだと言われて，それからトロツキ
ストを勉強するわけです。でも，実際は運動が
先験的にあります，私の場合。それで道を選ん
でいく。そして，これは正しいというふうに来
たと思います。
　そういう意味では，河上派の人たちとも途中
で疎遠になりました。派閥的には疎遠になりま
す。あるいは江田三郎さんの江田派の関係も，
反戦青年委員会をやるという意味では一緒だけ
れども，実際はやはり疎遠になります。どんど
ん左に行ってしまう。だから，みんな言うんで
すよ，高見は右から左へ過激派になった（笑）。
それで私はいいと思っている。「まあ，そうだな。
運動でそうなったのだからな」と思っていて，
弁解も何もしません。
　―構造改革論についてはどうですか。
　高見　構造改革論は，特に私はグラムシの思
想をいまだに支持しています。グラムシはいま
だに読んでいます。
　―思想的な面でもやはり，構革派というこ
とで位置付けられていいということになります
か。

　高見　あの当時，河上派の民主社会主義も理
論的にはやはり満足できなかったですね。それ
から，実戦的にもできなかった。特に三池闘争
が敗北した後の路線をめぐって，実は構造改革
派が出てきますからね。それで江田派の佐藤昇
さんなどと勉強した。それと『国家独占資本主
義論』を書かれた井汲卓一さん（1901 ～ 95年）。
この人の学習会に僕らが参加するとか，かなり
理論的な勉強をしました。井汲さんの本も読み
ましたし。
　―「構革三羽烏」と言われている貴島正道
さんとの付き合いはかなり……。
　高見　ええ，貴島さんとはね。
　―あとのお２人とはあまり関係ないのです
か。
　高見　森永栄悦と加藤宣幸。それは，僕は付
き合います。付き合いはありますが，森永なん
ていうのは全然だめです，思想的に（笑）。僕
は中野まで途中だったから，「モリさんよ，
ちょっと一緒に飲みに行こう」と言うと，あい
つは逃げるんですよ，怖がって（笑）。本当に
逃げたんですよ。中野で逃げましたね。「ああ，
やはり満州の軍官学校なんかに行ったやつはく
だらんな」と思いました。
　ただ，貴島さんには理論的にずいぶん学んだ
というか，むしろ貴島さんとの関係というのは，
武蔵野総支部の後藤喜八郎（1920 ～ 2007年）
が市長（1963 ～ 78年に在任）で，実川博さん
が都会議員で，市会議員が12名ぐらいいまし
た。大きかったですよ，あの当時。市長を取っ
ていますし，都会議員も１人取っている。あの
ころ私は武蔵野総支部の書記長です。オルグが
２人もいるのですから。車も持っていますし，
いい活動をやった。
　あの中で実は貴島さんから，「高見君ね，１
人いい女性がいる。共産党系の新日本婦人の会
に所属しているらしいけど，社会党から市会議
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員に出たいと言っているから公認にしてくれ」
という話があったわけです。それで支部の執行
委員会で大激論した。僕は押し通したんです，
採決までして。市会議員クラスというのは女性
の議員が２人おり，永井しず子さんというのと
もう１人，斉藤ふさえさん。それで共産党系の
人を入れるのは反対だといってやっていまし
た。僕は断固として入れようということだった。
国鉄の労働組合をやっていた執行委員の西川さ
んというのも「これはやらなきゃならん。こう
いういい人は入れてやらなければいけない」と
言って大論争になり，採決までやって決めた。
それで彼女を候補に出して当選させました。僕

が事務局長になって当選させた。それを持って
きたのが貴島さんです。その貴島さんの奥さん
とPTAで一緒だったらしいのです。そういうこ
とで貴島さんの申し出で市会議員を立て，何期
も当選させました。
　そういうこともあり，実は社会党の中では江
田派です。貴島さんは政審会の事務局長です。
理論家ですから，江田さんの論文を彼が書くわ
けです。だから，思想的に非常に優れている。
貴島さんには勉強させてもらいました。人間的
には，僕は貴島さんには非常に熱い思いを持っ
ています。　　　　　　　　　　　　（続く）

姉妹編
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